水野仙子「娘」考察　－永代美知代「一銭銅貨」との比較を中心に－ by 相澤, 芳亮






































































































































































































































ボーっとす 時に小八ツ口に両手を入れ乳を押さえ のが癖である。町の旧家の娘であり、父親は医者。八人と言う沢山な兄弟が 、三人までは東京に出てい が思ったような成功 していない
 
他の娘達とは違い、結婚に対する思いよりも東京に憬れており、 だ
母親になるよりも、違う生活が東京に行くことで自分にあ ような気がしており、上京することが定められ 運命のように思っ る。
 
・お節つあん…本名、竹内節子二十歳。造り酒屋の娘で、方々の家
ら見合いなどの話がある。 夏休みには甥や伯母の子など親類の者が集い、居たいだけ遊んでいく。師匠が仲立ちしたり見合い 席を設けたりしたこともあったが、お節つあん自身が逃げ出したり両 の頑 な態度に張り合いを感じなくなった と、よい感情を抱か はいない。お島と一体か 思うほど何をする も離れず、お島さんの心は自分 心、自分の心はお島さんの心と信じていた。 お島さんが裁縫塾に来なくなると、自ずと足も遠くなって った弥生が上京してから二年後 大きな榖屋に
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が、文中からうかがえる。明治時代、少女小説の中に【転落する「少女」 】 （階級の変化）を扱った作品が見られると渡部周子は『 「 〈 女〉像の誕生」 』 （新泉社
 
二〇〇七）の中で述べており、渡部は【家計







「娘」では日露戦争半ばに負傷し、帰還する裁縫塾 息子・義雄の描写はあるが、直接未亡人が登場する場面は見当たらな 。むしろ「一銭銅貨」と同様に子供（娘たち が結婚の 道具」として描かれつつも、裁縫塾にいるこ は、 「娘」から「婦人 なるための準備期間であると言え だろう。また同時 裁縫塾の中で、娘 しての「猶予期間」を延ばしているとも考えられないだろうか。
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矢張り娘らしいあくがれを持つて遠い東都の文化に思ひを寄せつつおけいこ通
 
ひをしてゐる。 さういふ女塾に時折は息子の嫁をさがしに商家の母親など出入す
 
る事があつた。 （後略）
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